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サプライチェーンの再設計がスムーズに進まない真因
環境変化に柔軟に対応できるサプライチェーンを設計する上では、市場や需給のバランス、業務プロセスなど全体を俯瞰して定量的に現状を評価し、
様々な仮説を短期スパンで検証していくことが不可欠です。しかしながら、多くの企業では属人的で散発的な取り組みに留まり、全体最適視点の欠落
により、対応スピードが遅延する傾向があります。生産・調達・物流・販売までの領域間に跨る複雑なトレードオフに加えて、ESGやリスク耐性などの
価値基準も考慮する必要があり、分析と検証の難易度が上がっています。縦割りの組織体制や、データの分散化、定量的な評価手法を持たないことが、
サプライチェーンの再設計を阻む主な要因となっています。

デジタルを活用したサプライチェーン再設計・プロセス変革支援サービス
現状の課題を解消する上では、サプライチェーンを多面的・定量的に評価し、短中期の意思決定や長期戦略の立案を司る、定常的なプロセス・機能を
構築することが必要です。アビームコンサルティングは、シミュレーション技術（デジタルツイン）を用いて、現行のサプライチェーンをモデル化し、課題の
可視化・分析を支援します。定量的な分析をもとに、変化による影響度合いとリスクを適切に把握した上で施策立案・実行することで、スムーズな意思
決定や変化に強い組織整備に寄与し、全体最適なサプライチェーンの再構築を実現します。デジタルを活用した全体最適視点の再設計・プロセス改革
は、縦割りの組織体制や、データの分散化、属人的な業務プロセスの回避に有効です。

コロナ禍での供給不安・地政学リスク/ 貿易摩擦によるデカップリング・物流業界における「2024年問題」などの劇的な環境変化により、
企業はサプライチェーンの再構築に向けた整備・対応が必要です。今後、ビジネスの回復と成長を推進する上では、サプライチェーンを
全体最適視点で継続的に”再設計（=デザイン）”する機能を自社内に持ち、変化への対応を自走できる体制構築をすることが重要です。 
アビームコンサルティングは、サプライチェーンマネジメント改革の豊富な実績とデジタルの知見を活用し、サプライチェーン全体の再設計
を自社内で継続的に行う体制とプロセスの構築を支援します。
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アビームコンサルティングの提供価値
アビームコンサルティングは、これまで蓄積したサプライチェーン改革の実績とテクノロジー活用知見を最大限活用し、サプライチェーン全体の継続的な
改善施策・実行に向けた体制の整備とプロセスの構築を包括的に支援します。当社独自のフレームワークやシミュレーション技術を活用することで、
環境変化に継続的かつ柔軟に自社内で対応できる組織へと整備し、より最適なサプライチェーンの再設計を実現します。

サプライチェーン再設計に向けた検証テーマの事例
アビームコンサルティングは、クライアントのサプライチェーンに関する課題を見据えた数々のシナリオ検証を行った実績を有しており、様々な視点での
分析・ご支援が可能です。（下記テーマの比較指標は一例です）

支援アプローチ 提供価値

環境変化と課題の結び付け
環境変化の整理
サプライチェーン関連組織の役割とミッション定義
変革テーマの洗い出し

•

•

•

ミッション・
課題定義

サプライチェーン課題の抽出と優先度付け
課題の洗い出しと改善ポテンシャルの試算
検証シナリオ・仮説の立案
•

•

課題分析・
施策立案

組織横断/縦断的な視点の織り込み
シナリオ検証を意識した変数設定
継続的な使用に適した再現性
•

•

仮想モデル構築・
シナリオ検証

継続的活用に向けた仕組み作り
ロードマップ作成
マニュアル作成
•

•

体制・
プロセスの構築

サプライチェーン改革実績に基づくフレームワークを有
し、各業界のサプライチェーン特性に応じた課題分析、
施策立案を推進。

サプライチェーン改革の実績

国内最大規模のサプライチェーン・シミュレーター
技術者を有する。 
豊富なERP・SCP等の導入実績があり、効率的なデータ
マネジメントを推進可能。

テクノロジー活用のノウハウ

サプライチェーン組織改革の実績を基に、 “ワンショッ
ト”の再編構想だけではなく、継続的なPDCAサイクル
の実現を支援。 （業務・組織・デジタルの導入・定着化)

業務定着化支援

経済制裁や紛争等によるグローバル環境の変化で、
供給リスクとコスト増が発生背景

生産体制維持と物流網の断絶状況を踏まえ、どの
工場で何を生産し、どう運ぶが最適か検証内容

・ライン稼働率
・製造コスト

・関税率
・輸送コスト

需給逼迫を受けて在庫の積み増しが加速、他方で
新たな貿易協定により輸出入の優位性が変化背景

在庫圧縮と生産コスト低減・稼働率維持のバランス
を考慮した最適生産体制はどうあるべきか検証内容

・製造コスト
・設備投資額
・ライン稼働率

・基準在庫量
・物流コスト
・関税率

ドライバーの労働時間規制強化で輸送リソース減少
が見込まれ、運べなくなるリスクが発生背景

輸送リスクとコスト増を最小化する、物流拠点の
新設・統合および生産配置はどうあるべきか検証内容

・供給リードタイム
・拠点コスト　　　
・在庫量　

・輸送距離
・輸送コスト

カントリーリスクを踏まえた生産・物流体制の改編 地産地消・生産分散化を踏まえた生産地検討

運べなくなる危機に備えた生産・物流拠点再編 M&Aにおける拠点統合計画の立案

M&Aにより生産および物流拠点の重複が発生、
全体最適な統合プランの検討が必要背景

統合効果を最大化する、生産・物流拠点の数・立地、
製造品種配置の最適解は何か検証内容

・ライン稼働率
・製造コスト

・輸送コスト
・製造コスト


